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合的に集中して学習しなければならない。本稿では 90 分×15 コマ、１日連続 5 コマ×3 日間の「音楽





授業実践は、2018 年 7 月から 9 月に大阪市内の短期大学保育学科 1年生 22 名を対象とした「音楽表
現」の 3 日間にわたる集中講義の第 1 日目 3，4 限に行われた様々な音素材による楽器づくりと音楽創


































・ザーザー降りの雨    ・歯磨きをする音・馬の走る音 ・運動場を歩いたときの音  
・電車の音 ・兵隊の行進 ・海の砂浜に打ちつける波の音 ・フライパンで料理している時の音 













a） 団扇にビーズをタコ紐で連結させたものを複数取り付けたでんでん太鼓（図 1） 
b) 複数の牛乳パックを張り合わせて四角柱にし、中に新聞紙を詰めた紙太鼓（図 2） 
c) 牛乳パックを切って音が響く空洞をつくるよう形づくったカズー（図 3） 
d)  大きさの違うアルミ缶を組み合わせて音の高低の響きを可能にしたアルミブロック（図 4） 
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e)  食品トレイに、面に応じた長さに切った竹串を一定間隔に並べてボンドで貼ったギロ（図 5） 
f)  ナッツが詰められていたプラスチック容器でつくった太鼓（図 6） 
  
図１.団扇のでんでん太鼓           図２.牛乳パックの紙太鼓 
    
  図３.牛乳パックのカズー          図 4.缶のアルミブロック 
    



















































































 Q1. 今日一日の学習を通じてどのようなことに気づきましたか。詳しく書いてください。 
 Q2. コードの知識や技能を保育の現場でどのように活用しようと思いますか。 
 Q3. 幼児が多種多様な音素材に親しみ音遊びを楽しむためには、保育者として日頃からどのよ 
    うに働きかければよいでしょうか。 


















    物語を考えて、それに合わせた効果音を付けると、子どもたちの想像力を育てられると思った。 
事例-2 班になってそれぞれが作ったマラカスでストーリーを生み出すのは難しかったけど楽しかった
です。一人として同じ作品で同じ音の人はいないのでこれが良いところだと思いました。 








事例-5 身の回りにあるものも叩くとこんな音がするのかと新しい発見がたくさんあるので、触れてみ  
    ることややってみることの大切さを学びました。物語の効果音は、かなり想像力を使うし、ワク
ワクしながら楽しく考えられるので良い方法だと学びました。 
事例-6 身近な物で楽器を作るのは、自分にしか作れない自分だけの音になるし、つくるのも楽しいと 
    思った。効果音は鳴らすのが難しかったけど、鳴らし方によって色々な音が出て面白かった。 
事例-7 この活動を通じて普段、捨てているような紙パックやトレイ、空き缶などでも楽器に変化する 
    ことができるんだということを学びました。 
事例-8 効果音をつけることは、将来保育の現場に出た時の劇などで活用したいと思います。その際、 
    今日みたいに自分たちでつくった楽器を使うのも面白いかなと思いました。 
事例-9 公園に落ちているどんぐりや木の実、落ち葉などそれをコップに入れるだけで音が出て楽器と 
    して使えたり、身近なビーズとか入れるだけでも楽しむことができ、子どもたちも簡単に作れ 
    るし、すごく良いと思う。 
事例-10 子どもが好奇心をもてるように身近な物や活用できるものをいつでも遊びに取り入れること 
    ができるようになっておく。 
事例-11 簡単に楽器を作ることができ、入れるものの大きさ重さ形で音も異なり、振る強さなどを変 
    えると様々な音を一つの楽器で作ることができることを学んだ。 
事例-12 入れているものの形や大きさで出る音が全然違うし音の出し方でも変わってくるので素材っ 
    てすごく大切だなと思いました。 
事例-13 一つひとつの効果音、音、音楽には意味があり、場面展開、音を聴くことが幼児のコミュニ 
    ケーション力・安全確保にも繋がっていると思いました。音を聴く経験は大切です。 
事例-14 普段はゴミとして捨てられる牛乳パックや落ち葉など、お金を掛けずに簡単に楽器が作れる 
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１ ● × ● ● × × 
２ × × ● ● × ● 
３ × × ● ● × × 
４ × × ● × × ● 
５ ● × ● × × × 
６ × × ● ● × × 
７ × × × × ● × 
８ × ● × × × × 
９ × ● ● × × × 
10 ● ● × × ● × 
11 × × ● × ● × 
12 × × ● × × × 
13 ● × ● × × × 
14 × × × × ● × 
15 × × × × ● × 
16 × ● ● × ● ● 
17 × × ● × ● ● 
18 ● × ● ● × ● 
19 × × ● ● × ● 
20 × × ● ● × × 
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１日目 第１回 振り返りシート 
            クラス       番号      名前                
目的：コード等の音楽の基礎知識と技能を習得し、音素材の多様性について理解を深め、 
              表現に生かす。 
 
          １．今日一日の学習を通じてどのようなことに気づきましたか。詳しく書いてください。 
 
 
        ２．コードの知識や技能を保育の現場でどのように活用しようと思いますか。 
 
 
       ３．幼児が多種多様な音素材に親しみ音遊びを楽しむためには、保育者として日頃から 
どのように働きかければよいでしょうか。 
 
 
４．身近な音素材による楽器づくりや、物語の効果音を考え演奏する活動を通じて、 
どのようなことを学びましたか。詳しく書いてください。 
 
 
 
